台湾原生ワラビ類のエリア

貴賓の皆様：ここは、台湾原生ワラビ類のエリアです。ワラビ類は、花が咲く、あるいは実を結ぶことが出来ないです。胞子（ほうし）を利用して次世代を繁殖し、ワラビ類は、地球の上ですでにかなり長い期間に亘って成長しています。古代で地球の上で成長したワラビ類の茎は、２メートルほど長く成長することが出来ます。有史以前の時代にあったワラビ類は、長時間の高温高圧を経て、現在、私達が使用している石油、石炭、木の化石などに変成したのです。続いて、幾つの最も特殊的なワラビ類を皆様に紹介しましょう！
B1: 金狗毛蕨（黄金色のワラビ）
黄金色のワラビ類は、台湾独特的なワラビ類です。このワラビの茎の部分は、まるで身の上には、黄金色の毛が生える犬のようで、細い毛がたくさん生えていますので、黄金色のワラビといわれるようになったのです。また、細い毛には、一種のプロトロンビンが含まれていて、傷口に塗り付けると出血を止めることができます。早期の台湾では、ほとんどの家庭には、１株の黄金色のワラビを置くことがあったのです。装飾の飾りものとして使われますし、また、とっさの時に必要品として用意して置くことも出来ます。

B2: 腎蕨（腎臓ワラビ）
腎臓ワラビは、よく見かけるワラビの種類で、また羊の歯型ワラビとも言われています。生け花に常用される素材で、水分が不足する時に、茎部の下に一粒一粒状の腎臓見たいのような球が成長して来ており、水分を貯蓄するために出来た訳です。そのために腎臓ワラビと呼ばれています。野外では、水源を見付からない時にこの腎臓ワラビを食べて、水分を補充することが出来ます。
B3: 山蘇（サンソウ）

山蘇（サンソウ）は、木の上で鳥の巣みたいなワラビ類として成長されており、鳥巣ワラビとも呼ばれています。山蘇（サンソウ）は、一種のおいしい野菜であり、新しい芽を食べると甘い味がしますし、皆様はレストランできっと山蘇（サンソウ）を食べたことがあった筈のです。

B4: 雀榕（ジャクヨウ）
皆様は、寄生であることを知っていますか、皆様の目の前にあるこのジャクヨウは、ユーカリの木を死ぬまでにゆっくりと絡ませたという過程が、所謂寄生です。ユーカリの木をしっかりに絡ませて、ジャクヨウの根がユーカリの木の中に侵入し、ユーカリの木の養分を吸い取って、なおユーカリの木を栄養不良までに陥れさせて、なお死なせるのが寄生です。
B5: 水生蕨類區（水生ワラビ類のエリア）
続いて、皆様は、見えますのが、ここの水生ワラビ類のエリアです。このエリアにあるワラビ類は、
すべてが水の中で成長しています。例えば、陽明山しかないの台湾の水の韮（にら）、葉っぱは、
四つの葉の幸運草と似ている田字草（テンジソウ）、また、成長すピードが最も早かったために

皆に嫌われた槐葉蘋（カイヨウピン）、また、冬には池の色を完全の紅色に変えさせた満江紅（

マンチャンホン）と以前には、鍋を洗うに使われる水木賊（スイモクゾク）、これらのワラビ類は、

それぞれの特色が具有されています。

B6: 東方狗脊蕨（トウホウチェーンワラビ）
トウホウチェーンワラビは、台湾の低海抜によく見かけるワラビの種類です。この種のワラビの葉っぱの上には、犬の椎骨と同じような痕跡があって、葉っぱの表面には、数多くの小さい葉が常に
付いています。これは、トウホウチエーンワラビの不定の芽です。偶には不注意で軽くこれらの芽に触れると、表面に付いている芽が落ちってしまいます。皆様は、この付近の地面を探して見て、きっと新たに成長し直した小さいなトウホウチェーンワラビが見付けられます。
B7: 筆筒樹（筆立ての木）
こちらの株ごとに高くて大きいワラビの種類は、筆立ての木です。この筆立ての茎の上の模様が最もニシキヘビの身の鱗のような模様と似ているため、蛇の木も呼ばれています。この一輪また一輪がある花の紋は、葉っぱの痕跡と言われて、筆立ての木の古い葉が脱落した時に残された痕跡であり、以前には、数多くの人々は、このような花の紋が好きで、鋸きりで筆立ての木を区きりで切断して、机の上に筆立てとして使っていた。筆立ての木の名前もこうした訳で名付けられました。
　　また、私達が蘭の花を栽培する時に使われた蛇の木の屑も、この筆立ての木の気生の根茎で作ったのです。ある方は、直接蘭の花を筆立ての木の上に植えたこともありますのよ。筆立ての木は、蘭の花を栽培することが出来、筆立てとしても使われます。彼の柔らかい芽も食べられますのよ、
食べた感じは、すべすべで、竹の子のような味と同じです。

B8: 台灣沙羅（タイワンサラ）
台灣沙羅（タイワンサラ）も高くて大きいワラビ類の種類に属しており、筆立ての木と異なっているところは、彼の葉っぱが脱落しないで、なお、一輪また一輪のような葉っぱの痕跡がありません。

台灣沙羅（タイワンサラ）の枯れた葉っぱは、垂れ下がって、一輪に形成されます。見た感じは、

まるでスカートを着用しているような感じです。なお、このタイワンサラの身の上には、細い棘が一杯に生えています。茎の色も比較的に黒くように見えます。こうして、皆様は、見分けすることが出来ましたか？

貴賓の皆様、本日のご参観、本当に有難う御座います！どうぞ、引き続き、次のエリアへ

ご参観をしてください。
Taiwan Native Fern Area

Ladies and gentlemen, this is Taiwan native ferns area. Ferns are a very ancient family of plants. Ferns first appear in the fossil record 360 million years ago. Ferns do not have either seeds or flowers. They reproduce via spores. Let me introduce you some representative ones.

B1. Golden dog fern

This plant has tiny golden hairs like a yellow dog does, so it is called golden dog fern. In the old days, almost every family grew this plant at home, because the hairs can be used to stop breeding. 

B2. Tuberous Sword Fern

This plant can be easily found in the mountains regions of Taiwan. It saves water in the subterranean tuber. The tubers are globular and quite distinctive. If you can’t find water in the wild, it can be your water supplement. 

B3. Bird's nest fern

 Bird's nest fern is an epiphytic pant that grows in trees and the leaves are radiant out and resemble a bird nest. The young leaves are edible and very delicious. It is very common that restaurants in Taiwan serve it as a dish.

B4. Fruit fig tree

This kind of fig tree is Strangler figs. Strangler figs are hemiepiphytic. They begin life as epiphytes but after making contact with the ground they encircle their host tree and "strangle" it to death. As you can see, this fruit fig tree is in the process of strangling a gum tree.

B5. Aquatic ferns

The species of ferns in this area grow in water. There are Taiwanese Isoetes that only can be found in Yang-Ming Mountain, water clover that has four clover-like lobes, Floating Moss that grows at great speed, and Pinnate Mosquito Fern that turns red in winter.

B6. Oriental Chain fern

Oriental Chain fern primarily grow in the forest at a low elevation. It has small buds on both surface and underside the leaves. The bud drops on the ground after matured and grows to a new fern. 

B7. Common tree fern

It is the Taiwan’s largest green fern that can grow up to 20 meters tall. When the old foliages died out, it leaves an oval-shape on the trunk. It makes the trunk looks like the pattern of a python. People used to cut the trunk to make pen holders. The aerial root on the trunk also can be used to grow orchids. 

B8. Taiwanese Alsophila 

It is also a tree fern, but the old foliages don’t fall so it doesn’t have the python-like pattern on the trunk. And the trunk is also blacker than the common tree fern. 

Thanks for your visiting. Please continue your tour to the next area.

